	基本操作－４８
	安 全 帯 の 取 扱 い
	作    成
	

	
	
	
	

	
   
	ポイント

	
	(1)点検の項目

ア．フックの作動   

イ．ロープの傷、よじれ劣化（色付糸線の有無）

ウ．ベルトの傷、よじれ劣化

4． 付属設備の傷、破損

オ．耐用年数

   （製造年月日より７年）

   「1977.1産業安全研究所技術指針」

   使用頻度が少なく、且つ使用条件が過酷でない職種については最大耐用年数を７年迄とする

(2)ゆるすぎると足又は腰から抜けることがある。固定板は腰の背中側へ付けること。

(3)鋭い角のあるアングル等の構造物に直接ロープを廻して掛けないこと。   配管で２Ｂ以下のものにも掛けてはならない。

(4)ロープの結束点より下方で作業する。

ロープの継ぎ足し等の改造をしてはならない。 
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（建設用安全帯）
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終 了





目視により各部の点検を行う





使       用





上方の支持物にフックとロープを確実に結束する





指が２本入る程度にして腰骨の近くにベルトを正しく装着する








